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お姉さんと一緒に
（高学年が初期設定／原山小学校）
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　「ふれあいサポートセンターいんざい」の指定管理者に、社会福祉法人印旛福祉会が引
き続き指定されました。
　旧印旛高校跡地に整備された「ふれあいサポートセンターいんざい」は、印西市では初
めて、主に精神に障がいのある方の生活訓練の場として、平成30年12月に開所しました。
令和２年12月末現在22人が登録し、その７割くらいの方が、毎日見晴らしの良い丘の上ま
で通所してきます。精神に障がいのある方は家にこもりがちになるため、まずは通所して
くることが何よりの訓練となるそうです。
　その日その日の体調や気持ちにあわせて、「働くプラクティス（通称はたプラ）」「セルフ
スキルアップ（通称セルアップ）」「私の時間（通称わたいむ）」からその日の訓練メニュー
が個々に組まれます。

　新型コロナウイルス感染症の流行下において、重症化する恐
れが高い高齢者の不安解消を図るため、65歳以上の高齢者等を
対象におひとりさまにつき 1 回、唾液によるＰＣＲ検査（検査
料無料）を実施することになりました。
　なお、ＰＣＲ検査の申し込みは、令和３年２月５日で終了し
ています。

　検査申込書がお手元に届いた高齢者の方に、ＰＣＲ検査につ
いて聞いてみました。

無症状で自分が広
げてしまうことが
怖いので、感染し
ているかいないか
がわかればありが
たい。

検査をして、もし陽性だったらどう
しよう。

医療が逼迫している中で、陽性の場
合、本当に入院できるか不安。

検査を受けるか
受けないかは、
考え中です。家
族とよく相談し
てみます。

申込書の記入は、連絡先と電話
番号のみで簡単でした。

密になることが怖いので、申込
書を郵送した。

　この施設では、通所者はもちろん通所者以外の就労相談も行っておりますので、お気軽
に立ち寄ってみてください。
　お問い合わせは ふれあいサポートセンターいんざい ☎0476（42）1118 まで。

はたプラで組立作業や畑仕事

●個人訓練メニュー

軽スポーツもできる多目的室

検査申込書の受付 PCR検査キット

食堂に飾られていた通所者の詩や絵画はセルアップの時間で

今議会の議案から 独自取材！

どんな訓練をするの？どんな訓練をするの？

※ＳＳＹとは…「そうだ！」「そうだった！」「やってみよう！」
の略。生活に必要な力を高めるための、体調管理、生活リズ
ム、コミュニケーションの講座。かいせつ

わたいむ
自由に過ごす時間。
この日はイラスト。

セルアップ
ＰＣ講座やヨガ、絵
画、読書、ＳＳＹ（※）
など。

高齢者等に高齢者等に

議案第５号 一般会計補正予算

（16,800人分）１億 4,616 万円

ＰＣＲ検査を無料でＰＣＲ検査を無料で

ＰＣＲ検査について、どう思いますか？

ふれあいサポートセンターいんざいふれあいサポートセンターいんざい
どんなところ？どんなところ？

はたプラ
畑で花の手入れ。
買い物、掃除、
組立作業など。
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小中学生１人に１台のパソコン整備GIGA（ギガ）スクール構想実現に向け

●１人１台端末の早期実現や家庭でもつながる
通信環境整備など、ハード、ソフト、人材を
一体とした整備を加速します。

●学校の臨時休校等の緊急時でもＩＣＴ（情報
通信技術）の活用によりすべての子どもたちの
学びを保障できる環境を実現するものです。

【視察時の質疑応答から】
Q家庭学習のためパソコンを持ち帰るこ

とができますか。
A各学級や個人の判断で持ち帰っていま
す。

Q学年が上がっても同じパソコンですか。
A卒業まで持ち上がって使えます。
Q先生が１人でクラス全員を見るのは大

変ではないですか。
A支援員がいると助かります。
Qパソコンは安全ですか。
Aけっこう高いフィルタリング機能があ
り、好ましくない情報はブロックされ
ています。

Qパソコンの初期設定は、高学年生全員
が自分のパソコンと低学年生の分を
行ったのですか。

Aそうです。１人が２～３台設定しまし
た。

Q先生の作業量は変化しましたか。
A授業準備は楽になり、プリントの印刷
や配布がなくなりました。宿題や理解
度を把握するために子どものノートを
預かることも不要になりました。ただ
し、慣れるまでは大変と思います。

Q子どもたちの目の健康対策はどうです
か。

Aパソコン画面を１時間見続けることは
なく、黒板、ノートや友達の顔を見な
がら授業を進めています。

１人１台端末は、令和の時代の学校の「スタンダード」です。
情報端末等のICT機器は、鉛筆やノート等の文房具と同様に、子どもたちにとって不可欠
なアイテムとなり、自身の判断で適切に学校や家庭などにおいて活用するものとなります。

　市の情報教育推進指定校である原山小学校では、先行して整備した500台のパソコン
を活用し、令和２年１０月１日、パソコンと個人アカウントを児童に貸与するセレモニーを実施。
いよいよ印西市でも１人に１台のパソコンを活用した新しい時代の授業・学校生活が始まります。

●苦手な学習も楽しくできるようになった
児童、学習成果の蓄積を実感できる児童
が増えたと感じています。

自分のノートとして
活用できるところが
うれしい。ノートを
コピーできたり、自
分の記録としてメモ
が自由に取れたりす
るようになった。

みんなで同時に発表のスライドを作成できるよ
うになったり、絵を描くことやグラフを作るこ
とも簡単にできるようになったりして、発表が
やりやすくなった。

理科の実験のデータを班
ごとに写真やデータを共
有したり、その実験結果
を比較して、もう一度実
験をしたりできるように
なり、授業がわかりやす
くなった。

話し合いの時に、自分
の意見をカードに書い
て友達とすぐに交換で
きたり、記録として残
しているものをすぐに
見直したりできるの
で、いろいろな考え方
ができるようになった。

友達の回答を必要に
応じて見ることがで
きたり、わからない
ことや知らない言葉
などを簡単に調べて
知ることができたり
するのがよい。

授業の内容をノートに
まとめやすくなった。
特に表やグラフが作り
やすく使いやすい。
また、グループで何か
を発表するためにまと
めたりするのも簡単に
なった。

私は、ノートに書く
のがあまり得意では
ないけど、キーボー
ドで文字を入力する
のは、楽しく、前よ
りもたくさんの作文
ができるようになっ
た。

●子どもたちと自分との間での情報共有が
容易になり、つまずきや遅れを把握しや
すくなったことで、個別支援が適確に行
えるようになりました。

●見せたい資料をすぐに配布することがで
き授業をスムーズに進められることがで
きるようになりました。また、子どもた
ちの個々の課題に応じた学習や協働的な

　学習をより深められるようになりました。

　1人 1 台PCとクラウドという情報空間を
有効に活用することで、学びの個別化・協働
化が、より促進されています。これからも、
子どもたちが ICTを目的に応じて適切に活用
し、情報を多面的に整理・分析したり、他
者と協働したりする等して課題解決する力
を身につけるよう支援します。また、「デジ
タル・シティズンシップ（※1）」の育成も図り、
VUCA（※2）時代においても強く逞しく人生を
歩むことができるよう、しっかりと後押しを
したいと考えております。

（※1）デジタル・シティズンシップ…情報技術の利用に
おける適切で責任ある行動規範

（※2）VUCA…変動性、不確実性、複雑性、曖昧性

●令和２年度補正予算
　　　　約７億５千万円

●パソコン購入台数　  小学校　7,519台
中学校　3,220台
合　計 10,739台

GIGAスクール構想って何ですか。 GIGAスクールの予算はいくらですか。 原山小学校で先行導入 いよいよ
 始動！

先生方からのコメント

原山小学校の児童の皆さん
からのコメント

文教福祉常任委員会で視察しました
（令和２年11月 2 日）

原山小学校  松本校長先生から
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12
月
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例
会
／
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者
一
覧

個
人
質
問

お知らせ

我
が
市
政
を
問
う

12月定例会は、11月30日から12月18日までの19日間、開催されました。

市長提出案件は議案19件、報告１件、それぞれ慎重な審議が行われました。

審議結果は、20ページに掲載しています。

12月
定例会

《一般質問とは》
議員が市政の方針や考え方を市長などに聞くものです。

　令和２年第４回定例会では、12月１日から４日間、17人
の議員による個人質問が行われました。
　新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点から、質問時間
を短縮して行いましたが、市政全般に対して活発な議論が展
開されました。
　ここではその一部を掲載いたします。
　この掲載記事は、各議員本人が作成したものです。

一 般 質 問

ライブ中継・録画中継を配信しています。会議録がインターネットで閲覧できます。
お知らせ

質
問　

空
家
に
繁
茂
す
る
草
木
を
、

町
内
会
有
志
で
伐
採
し
た
い
と
い

う
提
案
が
あ
る
。
地
域
の
環
境
や

安
全
安
心
の
面
で
も
住
民
は
大
変

に
困
っ
て
い
る
。
こ
の
問
題
の
解

決
の
た
め
、
市
が
空
家
所
有
者
と

町
内
会
と
の
間
に
立
っ
て
調
整
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

都
市
建
設
部
長　

草
木
の
繁
茂
に

よ
る
周
辺
環
境
へ
の
問
題
は
認
識

し
て
い
る
。
空
家
と
な
る
前
か
ら

町
内
会
や
自
治
会
が
伐
採
対
応
を

協
議
す
る
こ
と
は
、
有
効
な
手
段

と
考
え
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、

空
家
に
関
す
る
相
談
時
に
町
内
会

や
自
治
会
か
ら
伐
採
に
関
す
る
提

案
が
あ
れ
ば
、
空
家
の
所
有
者
等

に
指
導
す
る
際
に
、
そ
の
旨
を
伝

え
る
こ
と
は
出
来
る
と
考
え
て
い

る
。

再
質
問　

町
内
会
や
自
治
会
が
地

域
の
環
境
を
守
る
自
発
的
な
活
動

と
し
て
、
空
家
敷
地
内
の
草
木
伐

採
を
市
に
提
案
す
る
際
に
、
町
内

会
等
が
ス
ム
ー
ズ
に
事
を
運
ぶ
計

画
に
必
要
な
項
目
は
何
か
。

答
弁　

空
家
の
敷
地
内
に
あ
る
草

木
の
伐
採
に
つ
い
て
は
、
私
有
地

の
所
有
権
の
問
題
な
ど
が
あ
る
。

町
内
会
等
が
地
域
の
環
境
を
守
る

自
発
的
な
活
動
と
し
て
伐
採
を
行

う
に
は
、
事
前
に
空
家
の
所
有
権

者
の
承
諾
を
得
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
今
後
、
市
と
し
て
は
、
町

内
会
や
自
治
会
か
ら
の
提
案
が
あ

っ
た
時
に
は
空
家
の
所
有
者
へ
の

指
導
の
際
に
そ
の
旨
を
伝
え
、
回

答
が
あ
れ
ば
、
提
案
が
あ
っ
た
団

体
に
連
絡
す
る
。

個人質問

柿
原 

健
一
議
員

答
空
家
所
有
者
に
伝
え
回
答
を
求
め
る

質
問　

令
和
２
年
度
は
こ
れ
ま
で

に
イ
ノ
シ
シ
を
何
頭
捕
獲
し
た
の

か
。

環
境
経
済
部
長　

１０
月
末
時
点
の

捕
獲
数
は
、
市
の
委
託
事
業
と
し

て
、
幼
獣
が
２
９
０
頭
、
成
獣
が

１
２
７
頭
、
合
計
４
１
７
頭
と
な

っ
て
い
る
。
千
葉
県
の
捕
獲
強
化

緊
急
対
策
と
し
て
の
捕
獲
業
務
の

実
施
で
２
８
２
頭
、
あ
わ
せ
て

６
９
９
頭
で
あ
る
。

再
質
問　

捕
獲
数
の
計
画
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。
計
画
通
り
の
数

が
捕
獲
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
弁　

千
葉
県
と
協
議
し
て
印
西

市
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
を
策
定
し

て
い
る
。
計
画
に
お
け
る
捕
獲
数

は
、
年
間
千
頭
で
あ
る
。

再
質
問　

イ
ノ
シ
シ
対
策
と
し
て

設
置
し
て
い
る
電
気
柵
だ
が
、
柵

の
下
を
幼
獣
が
通
っ
て
し
ま
う
よ

う
だ
。
何
か
対
策
は
あ
る
か
。

答
弁　

電
気
柵
は
地
面
か
ら
１５
〜

２０
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
あ
け
て
設
置

し
て
い
る
。
そ
れ
以
上
低
く
す
る

と
漏
電
や
草
刈
り
時
の
接
触
な
ど

危
険
と
な
る
。

再
質
問　

年
々
、
休
耕
田
が
広
が 

っ
て
い
る
。
イ
ノ
シ
シ
の
温
床
と

な
り
か
ね
な
い
と
心
配
し
て
い
る

が
、対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
弁　

休
耕
田
が
イ
ノ
シ
シ
の
棲

み
処
と
な
り
、
繁
殖
の
温
床
と
な

っ
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、
県
事

業
で
あ
る
「
イ
ノ
シ
シ
の
棲
み
処

撲
滅
特
別
対
策
事
業
補
助
金
」
等

を
活
用
し
、
農
家
団
体
等
が
休
耕

田
の
草
刈
り
を
実
施
し
て
い
る
。

個人質問

櫻
井 
正
夫
議
員

答
電
気
柵
や
草
刈
り
を
実
施
す
る

生い茂った竹木で家屋も見えない

１.

２.

３.

４.

５.

６.

７.

８.

９.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

17.

柿原 　健一

櫻井 　正夫

金丸 　和史

伊藤 　真一

藤江 　研一

山田 喜代子

梶原 　友雄

玉木 　　実

中澤 　俊介

浅沼 美弥子

小川 　利彦

海老原 作一

稲葉 　　健

松本 有利子

松尾 　榮子

増田 　葉子

軍司 　俊紀

・・・・・・・・P７

・・・・・・・・P７

・・・・・・・・P８

・・・・・・・・P８

・・・・・・・・P９

・・・・・・・・P９

・・・・・・・・P10

・・・・・・・・P10

個人質問

・・・・・・・・P11

・・・・・・・・P11

・・・・・・・・P12

・・・・・・・・P12

・・・・・・・・P13

・・・・・・・・P13

・・・・・・・・P14

・・・・・・・・P14

・・・・・・・・P15

問
空
家
の
草
木
を
町
内
会
で
伐
採
し
た
い

問
増
え
続
け
る
イ
ノ
シ
シ
対
策
は

イノシシの通り道がそこに



議会だより 議会だより9 8
令和３年（2021年）2月　No.195 令和３年（2021年）2月　No.195

個
人
質
問

個
人
質
問

お知らせお知らせ
議会だよりを「マチイロ」で！ 令和３年第１回定例会で予定されている一般質問は、

2月10日（水）以降、ホームページに掲載します。

質
問
１　

子
育
て
安
心
社
会
実
現

に
つ
い
て
伺
う
。
保
育
園
定
員
増

の
状
況
は
。

健
康
子
ど
も
部
長　

令
和
３
年
４

月
に
７０
名
の
定
員
増
を
見
込
む
。

再
質
問　

今
後
の
対
応
は
。

答
弁　

令
和
４
年
４
月
開
園
に
向

け
て
小
規
模
保
育
事
業
３
施
設
の

公
募
と
、
定
員
増
に
伴
う
民
間
保

育
園
等
の
改
修
を
予
定
し
て
い
る
。

再
質
問　

必
要
な
保
育
士
確
保
は
。

答
弁　

保
育
士
の
勤
務
年
数
に
応

じ
た
補
助
金
の
上
乗
せ
や
、
保
育

士
以
外
の
職
員
へ
の
補
助
金
新
設

な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

質
問
２　

１
人
１
台
の
パ
ソ
コ
ン

導
入
に
つ
い
て
伺
う
。
高
学
年
児

童
が
低
学
年
児
童
に
教
え
る
取
り

組
み
は
。

教
育
長　

各
学
校
の
実
態
に
応
じ

た
取
り
組
み
が
で
き
る
よ
う
指
導

・
支
援
に
努
め
た
い
。

再
質
問　

パ
ソ
コ
ン
端
末
の
一
部

早
期
導
入
は
。

答
弁　

一
部
の
中
学
校
に
早
期
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
と
端
末
配
備
を

し
た
い
。

再
質
問　

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
障

が
い
者
向
け
の
特
別
な
学
習
用
ソ

フ
ト
等
を
追
加
す
る
必
要
は
。

答
弁　

ア
プ
リ
が
必
要
な
場
合
は

導
入
を
検
討
し
た
い
。

質
問
３　

３０
人
以
下
の
少
人
数
学

級
の
導
入
と
課
題
は
。

教
育
長　

き
め
細
か
な
指
導
、
教

育
の
質
の
向
上
が
期
待
で
き
、
感

染
症
対
策
や
教
員
の
長
時
間
労
働

軽
減
に
も
つ
な
が
る
。
課
題
は
、

児
童
・
生
徒
数
増
加
の
た
め
教
室

不
足
の
懸
念
が
あ
る
。

質
問
１　

公
共
用
地
の
賃
貸
借
契

約
全
体
の
予
算
額
は
い
く
ら
か
。

総
務
部
長　

一
般
会
計
、
特
別
会

計
等
合
わ
せ
て
、
５
６
０
０
万
円

ほ
ど
に
な
る
。

再
質
問　

契
約
の
単
価
は
ど
の
よ

う
に
算
定
し
て
い
る
の
か
。

答
弁　

管
財
課
に
お
い
て
、
課
税

標
準
額
を
も
と
に
参
考
値
を
算
出

し
、
担
当
課
に
示
し
て
い
る
。

再
質
問　

こ
の
基
準
と
乖
離
し
て

い
る
契
約
件
数
は
。

答
弁　

協
議
や
交
渉
に
よ
っ
て
決

め
て
い
る
件
数
は
５６
件
で
あ
る
。

質
問
１　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
る

た
め
の
手
順
の
更
な
る
周
知
徹
底

を
す
べ
き
と
思
う
が
、
市
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

市
長　

市
の
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
通
じ
て
周
知
し
て
い
く
。

再
質
問　

市
民
約
２０
人
に
聞
い
た

と
こ
ろ
、
検
査
を
受
け
る
手
順
を

知
っ
て
い
る
人
は
誰
も
い
な
か
っ

た
。
検
査
ま
で
の
流
れ
が
分
か
る

手
順
を
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
し
、
公

民
館
な
ど
の
公
共
施
設
に
置
い

て
、
も
っ
と
広
く
市
民
に
周
知
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

健
康
子
ど
も
部
長　

検
査
ま
で
の

流
れ
を
印
刷
し
て
、
公
共
施
設
に

置
く
。

質
問
２　

コ
ロ
ナ
禍
で
市
民
の
雇

用
、
中
小
企
業
の
実
態
を
詳
し
く

把
握
し
、
市
独
自
の
対
策
を
再
度

実
施
す
べ
き
と
思
う
が
、
市
の
考

え
を
伺
う
。

環
境
経
済
部
長　

ま
ず
は
実
態
把

握
に
努
め
て
い
く
。

福
祉
部
長　

生
活
困
窮
者
の
相
談

再
質
問　

契
約
更
新
の
交
渉
は
。

答
弁　

賃
料
等
の
条
件
を
含
め
、

担
当
課
が
交
渉
し
て
い
る
。

再
質
問　

印
西
中
学
校
お
よ
び
中

央
公
民
館
の
契
約
期
間
は
。

教
育
部
長　

印
西
中
学
校
の
契
約

は
、
平
成
２９
年
か
ら
令
和
２９
年
ま

で
の
３０
年
契
約
で
あ
る
。
中
央
公

民
館
の
契
約
は
、
毎
年
の
更
新
で

あ
る
。

質
問
２　

令
和
２
年
９
月
２８
日
に

印
西
市
で
起
き
た
停
電
の
原
因
は
。

総
務
部
長　

他
企
業
に
よ
る
工
事

に
て
設
備
損
傷
を
受
け
、
停
電
が

発
生
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

再
質
問　

事
故
の
原
因
と
み
ら
れ

る
そ
の
工
事
に
関
し
て
、
届
け
出

は
き
ち
ん
と
行
わ
れ
て
い
た
の
か
。

上
下
水
道
部
長　

下
水
道
へ
の
接

続
申
請
に
関
し
、
市
へ
の
諸
手
続

き
は
事
前
に
行
わ
れ
て
い
た
。

再
質
問　

印
西
市
内
に
お
け
る
停

電
の
影
響
は
。

市
長　

市
内
で
約
４
３
０
０
軒
に

影
響
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

窓
口
の
周
知
に
努
め
て
い
く
。

質
問
３　

バ
ス
停
ま
で
行
く
の
が

困
難
な
市
民
の
た
め
に
、「
家
ま

で
来
る
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
」
を

求
め
る
声
が
、
多
く
の
市
民
か
ら

あ
る
。
現
状
を
認
識
し
、
施
策
を

検
討
す
る
べ
き
と
思
う
が
、
市
の

考
え
を
伺
う
。

企
画
財
政
部
長　

導
入
済
み
の
自

治
体
視
察
や
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
結
果
に
よ
り
検
討
し
た
結
果
、

将
来
的
な
導
入
の
検
討
を
否
定
す

る
も
の
で
は
な
い
が
、
今
後
公
共

交
通
環
境
が
著
し
く
低
下
し
た
場

合
に
導
入
を
検
討
す
る
。

個人質問

藤
江 

研
一
議
員

問
必
要
な
保
育
士
の
確
保
は

答
補
助
金
上
乗
せ
や
新
設
を
検
討
す
る

質
問
１　

市
内
感
染
者
は
日
を
追 

っ
て
増
え
て
い
る
。
市
と
し
て
市

民
の
命
を
守
る
た
め
、
早
急
に
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
す
べ
き
だ
。

市
長　

重
症
化
す
る
恐
れ
が
高
い

高
齢
者
の
不
安
解
消
を
図
る
た
め
、

65
才
以
上
の
高
齢
者
の
希
望
す
る

方
に
、
無
料
で
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
補
正
予
算
を
計
上
し
た
。

再
質
問　

具
体
的
な
実
施
予
定
は
。

健
康
子
ど
も
部
長　

65
才
以
上
の

高
齢
者
、
60
才
以
上
65
才
未
満
の

方
で
心
臓
・
肝
臓
病
も
し
く
は
呼

吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能

障
害
を
有
す
る
身
障
者
手
帳
１
級

の
方
に
対
し
唾
液
に
よ
る
検
査
を

す
る
。
検
査
キ
ッ
ト
は
１
月
に
保

健
セ
ン
タ
ー
等
で
配
布
し
、
唾
液

採
取
後
、
検
査
機
関
に
郵
送
し
て

も
ら
う
。

質
問
２　

学
校
図
書
館
司
書
を
全

校
に
一
名
ず
つ
配
置
す
べ
き
だ
。

教
育
長　

学
校
司
書
は
、
学
習
に

関
連
し
た
図
書
の
選
定
、
学
校
の

教
育
課
程
の
展
開
に
資
す
る
重
要

な
業
務
を
担
っ
て
い
る
。
可
能
な

ら
全
校
に
配
置
し
た
い
。

質
問
３　

利
用
し
や
す
い
生
活
保

護
の
た
め
に
、
移
送
費
は
償
還
払

い
で
な
く
、
タ
ク
シ
ー
会
社
が
市

に
請
求
す
る
シ
ス
テ
ム
の
検
討
を
。

福
祉
部
長　

市
か
ら
の
直
接
支
払

い
に
対
応
す
る
事
業
者
も
い
る
こ

と
か
ら
引
き
続
き
協
力
依
頼
す
る
。

質
問
４　

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
は
車

道
の
み
で
な
く
、
歩
道
も
車
か
ら

降
り
て
歩
い
て
パ
ト
ロ
ー
ル
を
。

都
市
建
設
部
長　

現
行
の
パ
ト
ロ

ー
ル
と
は
別
に
検
討
し
て
い
く
。

個人質問

個人質問

金
丸 

和
史
議
員

伊
藤 

真
一
議
員

問
公
共
用
地
の
賃
貸
借
契
約
の
形
式
は

問
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
手
順
の
更
な
る
周
知
を

答
基
本
的
に
は
書
面
に
て
行
っ
て
い
る

答
公
共
施
設
に
も
検
査
手
順
を
配
備
す
る

個人質問

山
田 
喜
代
子
議
員

問
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で
感
染
拡
大
を
防
ぐ
べ
き

答
65
才
以
上
高
齢
者
等
に
無
料
検
査
す
る

中央公民館

ＰＣＲ検査の手順

子ども達を見守る保育士さん

ＰＣＲ検査
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個
人
質
問

個
人
質
問

質
問　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
費
用
負
担

と
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

健
康
子
ど
も
部
長　

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
が
疑
わ

れ
る
患
者
に
つ
い
て
は
、
医
師
が

診
察
し
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
必
要
と

認
め
ら
れ
た
患
者
に
は
公
費
負
担

で
実
施
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
初

診
料
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
除
く
そ
の

他
の
検
査
費
用
等
は
、
健
康
保
険

の
負
担
区
分
に
応
じ
自
己
負
担
と

な
る
。

再
質
問　

基
礎
疾
患
の
あ
る
方
も

重
症
化
の
リ
ス
ク
が
高
い
。
感
染

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
高
齢
者

の
み
な
ら
ず
全
市
民
を
対
象
に
し

た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
助
成
制
度
を
整
備

し
、
期
間
限
定
で
政
策
的
に
後
押

し
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁　

重
症
化
し
や
す
い
と
さ
れ

る
高
齢
者
等
の
不
安
解
消
を
図
る

た
め
、
65
歳
以
上
を
対
象
と
し
た

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
補
正
予
算
を
計
上

し
て
お
り
、
可
決
後
は
速
や
か
に

実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。
ほ
か
の

年
代
に
つ
い
て
は
、
発
熱
等
の
新

型
コ
ロ
ナ
が
疑
わ
れ
る
症
状
が
発

症
し
た
際
に
、
速
や
か
に
医
師
の

診
察
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
引
き

続
き
千
葉
県
や
医
師
会
と
協
力
し

医
療
体
制
の
整
備
を
図
っ
て
い
く
。

再
質
問　

ク
ラ
ス
タ
ー
対
策
の
周

知
と
徹
底
に
は
ど
う
取
り
組
む
の

か
。

答
弁　

引
き
続
き
、
市
の
広
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
て
、
感

染
予
防
の
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い

く
。
印
旛
保
健
所
と
は
情
報
を
共

有
し
つ
つ
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
予
防

に
努
め
て
い
き
た
い
。

質
問　

い
ん
ざ
い
応
援
ク
ー
ポ
ン

の
成
果
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

検
証
し
た
か
。

市
長　

い
ん
ざ
い
応
援
ク
ー
ポ
ン

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
に
よ
り
、
地
域
経
済
及
び

市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
が
生
じ

て
い
る
な
か
、
市
全
体
が
一
丸
と

な
り
、
市
民
と
と
も
に
こ
の
危
機

を
乗
り
越
え
た
い
と
考
え
、
市
民

ひ
と
り
に
つ
き
５
千
円
分
の
ク
ー

ポ
ン
を
直
接
届
け
た
。
事
業
の
目

的
は
達
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

再
質
問　

い
ん
ざ
い
応
援
ク
ー
ポ

質
問
１　

一
人
当
た
り
の
公
園
面

積
が
千
葉
県
下
で
も
高
い
数
値
と

な
っ
て
い
る
都
市
公
園
は
、
今
後

幼
児
か
ら
若
者
ま
で
の
文
化
育
成

に
活
用
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

都
市
建
設
部
長　

公
園
は
、
幼
少

者
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰
も
が
自
由

に
活
用
で
き
る
場
所
で
あ
り
公
園

に
求
め
ら
れ
る
機
能
も
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
る
。

再
質
問　

親
子
が
集
う
場
所
と
し

て
、
幼
児
が
水
遊
び
で
き
る
施
設

を
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁　

今
後
住
民
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
地
の
特
徴

や
利
用
の
状
況
に
応
じ
た
公
園
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

再
質
問　

若
者
に
人
気
の
あ
る
ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
整
備
へ
の

取
り
組
み
を
承
知
し
て
い
る
の
か
。

答
弁　

近
隣
の
成
田
市
で
は
、
主

に
高
校
生
の
要
望
を
取
り
入
れ
ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
の
建
設
に

取
り
組
み
、
市
内
外
か
ら
若
者
が

集
ま
っ
て
い
る
。

ン
の
遅
配
の
原
因
は
な
に
か
。

環
境
経
済
部
長　

市
で
は
、
で
き

る
限
り
早
く
市
民
が
「
い
ん
ざ
い

応
援
ク
ー
ポ
ン
」
を
利
用
で
き
る

よ
う
に
と
考
え
て
、
こ
の
事
業
を

進
め
て
き
た
。
令
和
２
年
６
月
末

に
補
正
予
算
が
可
決
し
、
７
月
１

日
よ
り
ク
ー
ポ
ン
取
扱
店
募
集
を

行
っ
た
。
同
時
並
行
し
て
ク
ー
ポ

ン
や
ポ
ス
タ
ー
、
の
ぼ
り
を
作
成

し
、
８
月
か
ら
取
扱
店
一
覧
表
及

び
ク
ー
ポ
ン
を
発
送
す
る
た
め
の

封
筒
の
印
刷
、
封
入
を
行
い
、
８

月
下
旬
よ
り
、
発
送
を
開
始
し

た
。
し
か
し
、
簡
易
書
留
に
よ
る

手
渡
し
で
あ
る
た
め
、
不
在
等
も

あ
り
、
全
世
帯
へ
の
配
達
が
完
了

す
る
ま
で
に
時
間
を
要
し
て
し
ま

っ
た
。

再
質
問　

８
月
下
旬
に
は
、
す
べ

て
の
発
送
は
終
了
し
て
い
た
の
か
。

答
弁　

市
で
は
、８
月
19
日
か
ら
、

順
次
、
郵
便
局
へ
発
送
を
し
て
お

り
、
８
月
下
旬
に
は
す
べ
て
の
発

送
は
終
了
し
て
い
た
。

再
質
問　

高
齢
化
が
進
む
中
で
都

市
公
園
内
の
ト
イ
レ
設
置
は
緊
急

の
課
題
で
あ
る
が
、
整
備
を
促
進

し
て
は
ど
う
か
。

答
弁　

利
用
者
の
要
望
を
踏
ま
え

公
園
の
立
地
の
特
徴
や
利
用
状
況

に
応
じ
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

質
問
２　

渋
滞
緩
和
策
と
し
て
第

二
16
号
線
と
な
る
千
葉
柏
道
路
の

建
設
促
進
は
。

市
長　

令
和
２
年
10
月
に
千
葉
北

西
連
絡
道
路
検
討
会
が
設
立
さ
れ
、

11
月
２
日
に
道
路
促
進
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。

個人質問

中
澤 

俊
介
議
員

問
新
型
コ
ロ
ナ
第
３
波
へ
の
備
え
は

答
無
料
で
65
歳
以
上
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施

質
問　

現
在
市
で
は
、
市
税
と
強

制
徴
収
公
債
権
（
※
１
）
に
つ
い

て
は
一
括
管
理
し
て
い
る
。
し
か

し
、
非
強
制
徴
収
公
債
権
や
学
校

給
食
費
な
ど
の
私
債
権
（
※
２
）

に
対
す
る
管
理
に
つ
い
て
も
よ
り

適
正
な
債
権
管
理
が
行
え
る
よ
う

に
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
現
在
、
約
６
０
０
の
自
治
体

で
債
権
管
理
に
関
す
る
条
例
等
が

制
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
公

正
か
つ
公
平
な
徴
収
を
確
保
し
、

債
権
管
理
に
適
正
を
期
す
た
め
、

印
西
市
債
権
管
理
条
例
等
を
制
定

す
る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

市
民
部
長　

市
の
債
権
管
理
に
つ

い
て
は
、
平
成
24
年
度
に
行
政
改

革
の
中
で
債
権
回
収
対
策
検
討
部

会
を
設
置
。
検
討
の
結
果
、
市
税

と
強
制
徴
収
公
債
権
の
回
収
対
策

が
必
要
と
の
報
告
書
が
ま
と
ま
り
、

「
印
西
市
債
権
回
収
一
元
化
に
関

す
る
事
務
取
扱
要
領
」
を
定
め
、

26
年
度
か
ら
納
税
課
内
に
債
権
回

収
対
策
室
を
組
織
。
強
制
徴
収
公

債
権
の
徴
収
の
担
当
課
で
あ
る
国

保
年
金
課
、
高
齢
者
福
祉
課
及
び

保
育
課
か
ら
、
徴
収
が
困
難
と
な

っ
て
い
る
債
権
の
移
管
を
受
け
一

元
的
に
取
り
扱
う
こ
と
で
、
効
率

的
か
つ
効
果
的
な
徴
収
に
努
め
て

い
る
。
し
か
し
、
現
体
制
か
ら
８

年
が
経
過
し
て
い
る
た
め
、
条
例

の
制
定
も
含
め
た
債
権
管
理
体
制

に
つ
い
て
見
直
し
て
い
き
た
い
。

※
１　

国
税
ま
た
は
地
方
税
の
例

に
よ
り
滞
納
処
分
す
る
こ
と
が
で

き
る
債
権

※
２　

契
約
な
ど
の
私
法
上
の
原

因
に
基
づ
き
発
生
す
る
債
権

個人質問

個人質問

梶
原 

友
雄
議
員

玉
木 

実
議
員

問
い
ん
ざ
い
応
援
ク
ー
ポ
ン
の
検
証
は

問
都
市
公
園
は
広
さ
か
ら
質
へ
の
転
換
を

答
本
事
業
の
目
的
は
達
成
さ
れ
つ
つ
あ
る

答
公
園
へ
の
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
て
い
る

個人質問

浅
沼 
美
弥
子
議
員

問
債
権
管
理
条
例
制
定
の
考
え
は

答
条
例
を
含
め
管
理
体
制
を
見
直
す

いんざい応援クーポン

スケートボードパーク

疑わしければ受診を

納税相談窓口

お知らせ

「声の議会だより」の配布を希望される方は、
障がい福祉課☎0476（33）4639 までご相談
ください。
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個
人
質
問

個
人
質
問

質
問　

令
和
３
年
３
月
よ
り
医
療

機
関
・
薬
局
に
お
い
て
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
の
導
入
が
始
ま
る
が
、
加

入
者
と
し
て
何
が
変
わ
る
の
か
。

市
民
部
長　

医
療
機
関
・
薬
局
に

お
い
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
す
る
事

に
よ
り
、
受
付
の
効
率
化
が
期
待

で
き
る
。
高
額
療
養
費
制
度
を
受

け
る
場
合
、申
請
が
不
要
に
な
る
。

令
和
３
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
医

療
費
控
除
の
手
続
き
に
マ
イ
ナ
ポ

ー
タ
ル
を
利
用
す
る
事
に
よ
り
、

自
動
入
力
が
可
能
に
な
る
。
以
上

の
よ
う
な
利
点
が
あ
る
。

再
質
問　

初
回
登
録
は
ど
こ
で
で

き
る
の
か
。

答
弁　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
パ
ソ

コ
ン
で
登
録
が
可
能
。
国
保
年
金

課
で
も
登
録
が
可
能
。
運
用
が
開

始
さ
れ
た
ら
、
医
療
機
関
の
受
付

に
設
置
さ
れ
る
顔
認
証
付
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
で
も
登
録
可
能
と
な
る
。

再
質
問　

本
人
の
同
意
は
。

答
弁　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
す
る
場

合
、
医
療
機
関
へ
の
情
報
提
供
は

「
本
人
の
同
意
」
が
必
要
と
な
る
。

同
意
が
な
い
場
合
、
健
康
保
険
証

と
し
て
使
用
で
き
な
い
。

再
質
問　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は
。

答
弁　
「
本
人
の
同
意
」
を
要
す

る
情
報
に
つ
い
て
は
、
ど
の
医
療

機
関
が
ど
の
情
報
を
照
会
、
ま
た

は
取
得
し
た
の
か
、
自
身
の
情
報

の
使
途
が
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら

確
認
で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い

る
。

質
問　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
通
し
て
、

市
が
最
終
的
に
目
指
す
教
育
の
在

り
方
は
何
か
。

教
育
長　

学
習
指
導
の
一
層
の
充

実
と
、
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
主

体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
実

現
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

再
質
問　

将
来
、
学
習
ド
リ
ル
同

様
に
、
教
科
書
、
プ
リ
ン
ト
、
パ

ソ
コ
ン
の
中
で
主
体
的
に
児
童
生

徒
自
身
が
学
習
方
法
を
選
択
し
て

い
く
考
え
も
あ
る
と
思
う
。
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
を
通
し
て
教
育
の
在
り
方

に
そ
う
い
っ
た
変
化
は
あ
る
か
。

答
弁　

他
の
教
材
・
教
具
同
様
に
、

効
果
的
に
活
用
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

再
質
問　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
配
置

予
定
は
。

答
弁　

文
部
科
学
省
の
示
し
た
２

０
２
２
年
度
ま
で
に
、
４
校
に
１

人
配
置
す
る
と
い
う
水
準
に
向
け

て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

再
質
問　

大
型
提
示
装
置
の
導
入

予
定
は
。

答
弁　

現
在
、
６
学
級
に
１
台
の

割
合
で
導
入
済
み
だ
が
、
引
き
続

き
整
備
に
努
め
る
。

再
質
問　

毎
日
全
学
級
で
使
用
で

き
る
の
が
ベ
ス
ト
だ
と
思
う
が
、

１
学
級
に
１
台
導
入
の
考
え
は
。

答
弁　

各
学
級
１
台
の
整
備
に
向

け
、
努
力
す
る
。

再
質
問　

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
学
習
支
援
の

考
え
は
。

答
弁　

授
業
の
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信

や
、
家
庭
学
習
の
取
組
状
況
や
進

捗
状
況
の
把
握
等
を
検
討
し
て
い

る
。

個人質問

松
本 
有
利
子
議
員

問
小
中
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
で
目
指
す
も
の
は

答
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
現

市内小学校のパソコン活用の様子

個人質問

稲
葉 

健
議
員

問
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
で
何
が
変
わ
る

答
健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
可
能
と
な
る

マイナンバーカード

質
問
１　

人
口
減
少
対
策
と
し
て

目
玉
と
な
る
政
策
は
何
か
。

企
画
財
政
部
長　

総
合
計
画
に
掲

げ
る
基
本
目
標
に
取
り
組
み
、
総

合
的
に
人
口
減
少
に
対
応
す
る
。

再
質
問　

人
口
減
少
に
よ
る
税
収

減
に
は
、
ど
う
対
策
す
る
の
か
。

総
務
部
長　

行
政
改
革
大
綱
に
基

づ
き
、
効
率
的
な
行
政
運
営
に
努

め
る
。

再
質
問　

歳
出
削
減
や
事
務
事
業

の
見
直
し
で
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
が

低
下
し
な
い
か
。影
響
は
ど
う
か
。

答
弁　

市
民
サ
ー
ビ
ス
低
下
を
招

か
ぬ
よ
う
、
歳
入
歳
出
予
算
の
収

質
問
１　

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

配
布
事
業
に
対
す
る
事
業
評
価
は
。

市
長　

高
齢
者
等
の
救
急
時
に
、

迅
速
な
救
命
措
置
等
に
役
立
て
る

た
め
の
キ
ッ
ト
を
配
布
し
て
い
る
。

実
際
に
救
急
活
動
に
活
用
さ
れ
、

そ
の
有
用
性
は
確
認
さ
れ
て
い
る
。

再
質
問　

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

を
保
有
し
て
い
る
利
用
者
数
は
。

健
康
子
ど
も
部
長　

令
和
２
年
１０

月
末
時
点
で
、
１
０
２
５
名
で
あ

る
。う
ち
高
齢
者
は
７
０
４
名
で
、

全
高
齢
者
の
約
３
％
で
あ
る
。

再
質
問　

本
事
業
の
令
和
元
年
度

決
算
ベ
ー
ス
の
コ
ス
ト
は
。

答
弁　

消
耗
品
費
と
し
て
、
２
万

５
９
２
０
円
で
あ
る
。

再
質
問　

財
政
コ
ス
ト
は
少
額
な

も
の
の
マ
ン
パ
ワ
ー
が
必
要
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。市
の
認
識
は
。

答
弁　

本
事
業
に
関
わ
る
関
係
者

及
び
協
力
者
の
支
援
が
不
可
欠
で

あ
り
、協
力
を
呼
び
掛
け
て
い
く
。

再
質
問　

本
事
業
の
課
題
は
。

答
弁　

効
果
的
な
配
布
促
進
方
法

支
均
衡
を
図
っ
て
い
く
。

再
質
問　

人
口
減
へ
の
対
策
と
し

て
市
街
化
区
域
を
拡
張
す
る
見
直

し
は
し
な
い
の
か
。

都
市
建
設
部
長　

土
地
利
用
の
現

状
や
動
向
を
把
握
し
て
必
要
に
応

じ
て
対
応
し
て
い
く
。

質
問
２　

令
和
元
年
度
の
自
然
災

害
に
よ
る
市
道
の
被
害
は
現
在
ど

こ
ま
で
復
旧
し
た
か
。

都
市
建
設
部
長　

台
風
豪
雨
被
害

に
よ
り
現
在
３
路
線
が
通
行
止
め

と
な
っ
て
い
る
。
令
和
２
年
度
中

に
２
カ
所
、
３
年
度
に
は
下
井
３

号
橋
の
復
旧
を
予
定
し
て
い
る
。

再
質
問　

民
地
の
が
け
崩
れ
対
応

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
弁　

土
地
所
有
者
に
対
応
を
依

頼
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

再
質
問　

民
地
へ
の
対
応
と
し
て
、

県
が
新
た
に
土
砂
災
害
対
策
支
援

事
業
補
助
金
制
度
を
設
定
す
る
。

市
も
個
別
補
助
を
実
施
し
て
は
。

答
弁　

県
は
要
綱
な
ど
を
策
定
中

で
あ
り
、調
査
研
究
を
し
て
い
く
。

と
、
記
載
情
報
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

の
勧
奨
方
法
に
つ
い
て
検
討
が
必

要
で
あ
る
。

質
問
２　

市
民
団
体
等
へ
の
情
報

の
伝
達
手
段
に
つ
い
て
。
時
間
、

労
力
、
印
刷
・
郵
送
費
等
の
コ
ス

ト
を
考
慮
し
、
紙
ベ
ー
ス
の
文
書

に
よ
ら
な
い
伝
達
手
段
に
変
換
し

て
は
ど
う
か
。

総
務
部
長　

業
務
の
目
的
や
対
象

者
に
応
じ
、
個
別
調
整
が
必
要
で

あ
る
が
、
費
用
や
手
続
き
に
要
す

る
時
間
の
縮
減
等
の
効
率
化
に
繋

が
る
。
今
後
、
全
庁
的
に
業
務
状

況
を
整
理
し
、
検
討
し
て
い
く
。

個人質問

個人質問

小
川 

利
彦
議
員

海
老
原 

作
一
議
員

問
人
口
減
少
へ
の
対
策
は

問
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
事
業
評
価
は

答
多
面
的
な
施
策
を
実
施
す
る

答
実
際
の
救
急
活
動
で
の
有
用
性
が
あ
る

令和３年度にようやく改修される
下井３号橋

救急医療情報キットは冷蔵庫へ
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個
人
質
問
・
討
論
・
陳
情

個
人
質
問

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
拡
大
へ
の
備
え
と
し

て
、
児
童
・
生
徒
の
日
常
生
活
環

境
に
つ
い
て
、
市
教
育
委
員
会
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

小
中
学
校
で
は
、
文
部

科
学
省
が
示
す
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
千

葉
県
教
育
委
員
会
が
示
す
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
作
成
し
た
、「
印

西
市
内
小
中
学
校
の
新
し
い
生
活

様
式
に
係
る
共
通
理
解
事
項
」
と

い
う
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
て
教
育

活
動
を
進
め
て
い
る
。

再
質
問　

感
染
拡
大
防
止
の
た
め

の
臨
時
休
業
が
な
い
場
合
、
そ
の

学
年
の
学
習
内
容
を
学
び
終
え
る

こ
と
が
可
能
か
。

答
弁　

授
業
時
間
数
に
つ
い
て
は
、

年
間
指
導
計
画
の
見
直
し
や
行
事

の
精
選
、
夏
休
み
及
び
冬
休
み
の

短
縮
な
ど
で
、
お
お
む
ね
取
り
戻

す
こ
と
が
で
き
、
現
時
点
で
は
、

い
ず
れ
の
学
校
・
学
年
で
も
、
今

年
度
中
に
習
得
す
べ
き
学
習
内
容

を
学
び
終
え
る
予
定
で
あ
る
。

再
質
問　

市
内
の
小
中
学
校
が
臨

時
休
校
と
な
っ
た
場
合
、
パ
ソ
コ

ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
な

い
家
庭
に
お
い
て
、
児
童
生
徒
が

オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ン
テ
ン
ツ
を
利
用

し
て
学
習
に
取
り
組
む
環
境
を
整

え
る
こ
と
は
可
能
か
。

答
弁　

令
和
３
年
２
月
末
に
は
、

１
人
１
台
の
端
末
が
整
備
さ
れ
る

た
め
、
端
末
・
ル
ー
タ
ー
が
必
要

な
家
庭
に
は
、
貸
し
出
し
が
可
能

な
状
況
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

そ
れ
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
は
、

部
分
的
な
休
校
と
な
っ
た
場
合
は
、

対
応
可
能
で
あ
る
。

質
問
１　

小
倉
台
小
学
校
は
現
在

39
学
級
児
童
数
１
１
７
６
人
と
適

正
規
模
の
24
学
級
を
大
幅
に
超
え

て
い
る
。
こ
れ
は
平
成
後
半
の
ニ 

ュ
ー
タ
ウ
ン
事
業
計
画
の
見
直
し

に
よ
り
、
南
側
の
小
学
校
用
地
を

廃
止
し
住
宅
用
地
に
し
た
こ
と
か

ら
始
ま
っ
て
い
る
。
根
本
的
解
決

と
し
て
南
側
へ
の
小
学
校
の
分
離

新
設
は
検
討
し
な
い
の
か
。

教
育
部
長　

小
倉
台
小
学
校
の
学

級
数
の
ピ
ー
ク
を
見
込
み
教
室
を

増
築
し
て
お
り
、
現
段
階
で
は
分

離
新
設
の
検
討
の
考
え
は
な
い
。

再
質
問　

教
室
数
は
当
面
足
り
て

も
校
庭
や
体
育
館
の
広
さ
は
変
わ

ら
ず
、
運
動
会
や
入
学
式
、
卒
業

式
等
で
家
族
参
加
の
貴
重
な
経
験

が
得
ら
れ
な
い
。
働
き
盛
り
の
子

育
て
世
代
が
安
心
し
て
住
み
続
け

た
い
市
に
は
教
育
環
境
が
大
き
く

影
響
す
る
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

市
長　

教
育
環
境
の
整
備
、
充
実

は
重
要
な
施
策
で
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
、
今
後
も
教
育
委
員
会
と

質
問　

文
部
科
学
省
の
調
査
に
よ

る
と
、
不
登
校
は
全
国
で
18
万
人

を
超
え
、
コ
ロ
ナ
禍
で
さ
ら
に
増

え
て
い
る
と
い
う
。
印
西
市
の
現

状
は
ど
う
か
。

教
育
長　

10
月
末
時
点
で
令
和
元

年
度
が
83
名
、
２
年
度
が
80
名
。

２
年
度
は
臨
時
休
業
に
よ
り
登
校

日
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
る
と
増
加
傾
向
に
あ
る
。

再
質
問　

そ
の
数
を
ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

答
弁　

元
年
度
の
長
期
欠
席
率
は

県
平
均
を
下
回
っ
て
い
る
が
、
個

々
の
児
童
生
徒
に
応
じ
た
き
め
細

連
携
し
推
進
す
る
。

質
問
２　

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
の

緑
道
と
一
般
道
の
つ
な
ぎ
道
路
や

市
内
各
所
の
市
道
の
歩
道
脇
の
草

む
ら
等
、
植
栽
帯
以
外
の
雑
草
は

市
の
除
草
業
務
の
対
象
に
な
っ
て

お
ら
ず
、
緑
道
、
一
般
道
の
草
刈

が
行
わ
れ
て
も
そ
こ
だ
け
草
ぼ
う

ぼ
う
の
ま
ま
だ
。
植
栽
帯
の
除
草

と
合
わ
せ
て
管
理
で
き
な
い
の
か
。

都
市
建
設
部
長　

植
樹
帯
以
外
の

除
草
は
そ
の
都
度
現
地
を
確
認
し

対
応
し
て
い
る
が
、
植
樹
帯
等
の

維
持
管
理
業
務
と
併
せ
て
実
施
す

る
こ
と
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

か
な
支
援
に
努
め
た
い
。

再
質
問　

教
育
委
員
会
の
受
け
止

め
が
学
校
現
場
の
対
応
に
影
響
す

る
。
八
街
市
は
県
平
均
を
上
回
っ

て
い
る
た
め
、
危
機
感
を
も
っ
て

対
策
を
と
っ
て
い
る
。
印
西
市
で

は
何
度
要
望
し
て
も
置
い
て
も
ら

え
な
い
福
祉
人
材
を
配
置
し
て
、

多
様
化
す
る
子
ど
も
た
ち
の
状
況

に
対
応
し
て
い
る
。
印
西
市
は
現

状
で
対
応
し
き
れ
て
い
る
の
か
。

不
登
校
の
ま
ま
義
務
教
育
を
終
え

た
生
徒
は
元
年
度
は
何
人
い
た
か
。

答
弁　

欠
席
日
数
が
90
日
以
上

で
、
卒
業
の
時
期
ま
で
続
い
た
生

徒
は
18
名
だ
っ
た
。

再
質
問　

そ
の
う
ち
卒
業
後
も
支

援
が
継
続
で
き
て
い
る
生
徒
は
何

人
い
た
の
か
把
握
し
て
い
る
か
。

卒
業
と
同
時
に
、「
あ
と
は
自
力

で
何
と
か
し
ろ
」
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
な
い
か
。
本
当
に
ひ
ど

い
こ
と
だ
。
も
っ
と
危
機
感
を
も 

っ
て
対
応
し
て
ほ
し
い
。

答
弁　

人
材
の
配
置
に
努
力
す
る
。

個人質問

軍
司 

俊
紀
議
員

問
コ
ロ
ナ
対
策
で
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
は

答
令
和
３
年
２
月
末
に
は
対
応
可
能

個人質問

個人質問

松
尾 

榮
子
議
員

増
田 

葉
子
議
員

問
中
央
駅
南
側
に
小
学
校
の
分
離
新
設
は

問
不
登
校
と
ど
う
向
き
あ
う
の
か

答
現
段
階
で
は
検
討
の
考
え
は
な
い

答
人
材
配
置
に
努
力
す
る

パソコンを使った授業風景

小倉台小学校の運動会風景（2019年）

不登校の増加で増設される適応指導教室

陳
　
情

陳
情
第
２
―
７
号

▼
唯
一
の
戦
争
被
爆
国

日
本
政
府
に
核
兵
器
禁

止
条
約
の
署
名
・
批
准

に
係
る
意
見
書
提
出
を

求
め
る
陳
情〈

議
員
配
布
〉

　

地
方
自
治
法
第
99
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
核

兵
器
禁
止
条
約
の
参

加
・
調
印
・
批
准
を
求

め
る
意
見
書
を
日
本
政

府
に
提
出
し
て
下
さ

い
。

　

職
員
も
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
過

重
労
働
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
民

間
企
業
の
就
業
者
、
公
務
員
に
関

わ
ら
ず
、
労
働
者
の
生
活
を
守
る

立
場
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
給
与
引

き
下
げ
を
認
め
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
。
公
務
員
給
与
の
引
き
下
げ

に
よ
っ
て
、
民
間
も
ま
た
引
き
下

げ
ら
れ
る
と
い
う
悪
循
環
に
陥
り

か
ね
な
い
こ
と
か
ら
こ
の
議
案
に

反
対
す
る
。

労働条件の改悪には反対

議案第３号 本会議での討論（要約）

　

人
事
院
勧
告
を
尊
重
し
、
法
の

趣
旨
に
の
っ
と
っ
て
お
り
、
市
民

の
理
解
が
得
ら
れ
る
と
い
う
の
が

市
の
見
解
。
一
方
で
、
会
計
年
度

任
用
職
員
制
度
が
始
ま
り
初
の
期

末
手
当
の
減
額
適
用
と
な
る
。
今

後
、総
務
省
が
提
示
し
て
い
る「
国

に
準
じ
る
」
の
意
味
を
踏
ま
え
、

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
含

め
調
査
研
究
を
求
め
て
賛
成
と
す

る
。

給与制度を含め調査研究を

賛

成

反

対

討討

論論

請願・陳情書の提出ができます。詳細は
議会事務局まで。お知らせ
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各
常
任
委
員
会
の
審
査

各
常
任
委
員
会
の
審
査

　印西市議会では、すべての議案を委員会に付託し審査することを原則としています。
　12月８日及び18日に予算審査常任委員会、11月30日及び12月９日に総務企画常任委員会、
10日に文教福祉常任委員会、11日に建設経済常任委員会をそれぞれ開催しました。
　委員会で行われた議案に対する主な質疑及びその答弁の一部を掲載します。

各常任委員会の審査

　
約
２
年
間
と
い
う

工
事
期
間
、
こ
の
橋

を
全
面
通
行
止
め
に
す
る
こ

と
で
の
市
民
へ
の
影
響
に
つ

い
て
の
対
応
は
。

　

地
元
へ
の
通
知
に

つ
い
て
は
、
迂
回
路

も
含
め
て
瀬
戸
地
区
と
山
田

地
区
の
区
長
に
は
説
明
を
し
、

住
民
の
皆
さ
ん
に
は
工
事
の

お
知
ら
せ
を
回
覧
し
、
周
知

徹
底
を
図
っ
て
い
く
。
六
合

小
学
校
に
は
教
育
委
員
会
を

通
じ
て
お
知
ら
せ
す
る
予
定
。

【
議
案
第
17
号　

印
西
市
道

路
線
の
認
定
】

【
内
容
】
印
西
市
道
路
線
と

し
て
44
路
線
の
認
定
。

　
牧
の
原
地
区
の
牧

の
原
小
学
校
の
脇
に

あ
る
通
学
路
も
含
め
て
、
安

全
標
識
等
は
き
ち
ん
と
整
備

さ
れ
て
い
る
か
。

　

標
識
等
に
つ
い
て

は
、
基
準
に
基
づ
き

適
正
な
設
置
を
し
て
い
る
。

　

平
成
30
年
度
に
行

っ
た
補
修
設
計
に
対

し
て
、
鉛
等
の
有
害
物
質
が

疑
わ
れ
た
の
で
調
査
し
た
結

果
、
基
準
値
以
上
の
鉛
等
の

有
害
物
質
が
確
認
さ
れ
、
見

直
し
と
な
っ
た
。

　

当
初
予
定
し
て
い

た
修
繕
費
用
と
今
回

の
費
用
で
は
大
幅
な
増
額
と

な
っ
て
い
る
が
理
由
は
。

　

塗
装
に
基
準
値
以

上
の
鉛
等
の
有
害
物

質
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
の
で
、
補
修
工

事
の
見
直
し
を
行
い
、
労
働

者
へ
の
健
康
被
害
防
止
、
処

分
費
等
を
考
慮
し
て
工
事
費

を
算
出
し
た
結
果
、
令
和
元

年
度
に
計
上
し
た
約
１
億
７

千
万
円
が
約
３
億
２
千
万
円

に
変
更
と
な
っ
た
。

市
井
橋
橋
梁
補
修
工
事

請
負
契
約
の
締
結

【
議
案
第
９
号　

工
事
請
負

契
約
の
締
結
】

【
内
容
】
市
井
橋
橋
梁
補
修

工
事
の
工
事
請
負
契
約
の
締

結
。

工
事
期
間　
契
約
日
の
翌
日

か
ら
令
和
５
年
２
月
28
日
ま

で
。

　
令
和
元
年
度
に
予

定
し
て
い
た
工
事
が

延
期
と
な
っ
た
理
由
は
。

建設経済常任委員会

【審査結果】
番　号 件　　　　　　　　　　名 結果

議案第９号 工事請負契約の締結 可決

議案第17号 印西市道路線の認定 可決

問

問

問問

答答

答答

ン
タ
ー
の
事
務
室
、
及
び
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
入
る
。

２
階
の
改
修
工
事
終
了
後
、

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
改
修

工
事
と
な
る
こ
と
か
ら
、
子

ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
が
２
階

に
、
そ
ち
ら
の
工
事
が
終
了

す
る
ま
で
入
る
予
定
で
あ
る
。

３
階
は
、
多
目
的
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
、旧
議
場
を
改
修
し
、

現
在
の
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行

っ
て
い
る
講
座
や
催
し
の
利

用
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　
１
階
の
Ｏ
Ａ
フ
ロ

ア
化
、
機
械
設
備
工

事
の
内
容
は
。

　

床
下
に
情
報
端
末

や
電
源
の
線
を
配
線

す
る
。
機
械
設
備
は
、
空
調

設
備
更
新
と
浄
化
槽
の
改
修

で
あ
る
。

【
議
案
第
１０
号
か
ら
議
案
第

１３
号　
指
定
管
理
者
の
指
定
】

【
内
容
】
中
央
駅
北
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
特
定
非

営
利
活
動
法
人
フ
レ
ン
ド
リ

ー
プ
ラ
ザ
に
、
中
央
駅
南
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
サ

ザ
ン
プ
ラ
ザ
運
営
協
議
会

に
、
永
治
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
を
永
治
プ
ラ
ザ
運
営

協
議
会
に
、
船
穂
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
船
穂
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
運
営
協

議
会
に
そ
れ
ぞ
れ
の
指
定
管

理
者
を
指
定
す
る
。

　
指
定
管
理
者
仕
様

書
に
法
令
等
の
遵
守

規
定
が
あ
る
。指
定
の
都
度
、

確
認
し
て
い
る
か
。

　

実
際
に
実
施
す
る

段
階
で
、
確
認
し
て

い
る
。　

特
別
避
難
所
と
し

て
の
対
応
は
。

　

毎
年
度
の
事
業
・

計
画
の
協
議
の
中
で

確
認
し
て
い
る
。

本
埜
支
所
庁
舎
等
改
修
工
事

　
　
　
　
　
　
　
請
負
契
約
の
締
結

【
議
案
第
８
号　

工
事
請
負

契
約
の
締
結
】

【
内
容
】
本
埜
支
所
庁
舎
等

改
修
工
事
請
負
契
約
の
締
結
。

　
改
修
後
は
、
１
階

が
保
健
セ
ン
タ
ー
、

２
階
が
支
所
、３
階
が
健
診
、

講
座
等
の
利
用
ス
ペ
ー
ス
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
で
よ
い
か
。

　

１
階
は
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
課
、
保
健
セ

総務企画常任委員会

問

問

問問

答

答

答答

本埜支所庁舎本埜支所庁舎

【審査結果】
番　号 件　　　　　　　　　　名 結果

議案第１号 印西市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定 可決

議案第２号 特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定 可決

議案第３号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定 可決

議案第８号 工事請負契約の締結 可決

議案第10号 指定管理者の指定（中央駅北コミュニティセンター） 可決

議案第11号 指定管理者の指定（中央駅南コミュニティセンター） 可決

議案第12号 指定管理者の指定（永治コミュニティセンター） 可決

議案第13号 指定管理者の指定（船穂コミュニティセンター） 可決
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予
算
審
査
常
任
委
員
会

各
常
任
委
員
会
の
審
査

の
原
第
２
・
原
・
原
第
２
・
原

第
３
の
５
学
童
ク
ラ
ブ
の
指
定

管
理
者
に
、
シ
ダ
ッ
ク
ス
大
新

東
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
株
式

会
社
を
指
定
す
る
。

　

令
和
元
年
度
に
木
刈

中
学
校
区
の
学
童
ク
ラ

ブ
で
指
定
管
理
者
の
指
定
が
あ

り
、
シ
ダ
ッ
ク
ス
社
が
選
定
さ

れ
て
い
る
が
、
ど
う
評
価
し
反

映
さ
れ
た
か
伺
う
。

　

利
用
者
の
評
価
は
概

ね
好
評
で
、研
修
体
制
、

安
全
な
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
体
制

等
に
よ
り
総
合
的
に
評
価
が
上

回
っ
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
症
へ
の
対
応
に

つ
い
て
、
仕
様
書
等
に
記
述
し

担
保
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い

か
。

　

指
定
管
理
者
と
協
定

な
ど
の
形
で
文
書
を
取

り
交
わ
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
議
案
第
16
号　

指
定
管
理
者

の
指
定
】

【
内
容
】
ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
い
ん
ざ
い
の
指
定
管

理
者
と
し
て
社
会
福
祉
法
人
印

旛
福
祉
会
を
指
定
す
る
。

　
定
員
20
名
で
あ
る
が
、

現
在
の
利
用
状
況
を
伺

う
。

　

令
和
２
年
11
月
１
日

現
在
で
登
録
21
人
、
日

々
利
用
者
は
14
人
で
あ
る
。

　
公
募
を
行
わ
な
か
っ

た
理
由
に
つ
い
て
伺
う
。

　

こ
の
12
月
で
開
所
２

年
と
ま
だ
短
く
、
ま
た

利
用
者
は
主
に
精
神
に
障
が
い

の
あ
る
方
で
短
期
間
で
の
環
境

変
化
は
利
用
者
に
大
変
負
担
に

な
る
た
め
で
あ
る
。
今
回
の
指

定
で
、
合
わ
せ
て
５
年
間
で
評

価
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

学
童
ク
ラ
ブ
な
ど
の

　
　
　
　
　
　
指
定
管
理
者
を
指
定

【
議
案
第
14
号
・
第
15
号　

指

定
管
理
者
の
指
定
】

【
内
容
】（
議
案
第
14
号
）
六

合
・
平
賀
・
い
に
は
野
・
本
埜

の
４
学
童
ク
ラ
ブ
の
指
定
管
理

者
に
、
シ
ダ
ッ
ク
ス
大
新
東

ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
株
式
会

社
を
指
定
す
る
。

（
議
案
第
15
号
）
西
の
原
・
西

文教福祉常任委員会

問

問問

問 答

答答答

ふれあいサポートセンターいんざい

【審査結果】
番　号 件　　　　　　　　　　名 結果

議案第４号 印西市立学童クラブの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定 可決

議案第14号 指定管理者の指定（六合・平賀・いには野・本埜学童クラブ） 可決

議案第15号 指定管理者の指定（西の原・西の原第２・原・原第２・原第３学童クラブ） 可決

議案第16号 指定管理者の指定（ふれあいサポートセンターいんざい） 可決

議案第18号 財産の取得 可決

　予算審査常任委員会では、一般会計２議案、国民健康保険特別会計、介護保険特別会計の補正
予算計４議案を審査しました。予算は年度途中に必要に応じて増やしたり、執行状況によって減
らしたり、補正されることがあります。今回は一般会計の補正予算の状況を全体的にお知らせし
ます。

【予算審査常任委員会での主な質疑応答】

【これまでの予算】

【12月定例会の一般会計補正予算第６号、第７号の内容】

Q 職員手当が減額になっているが、どのような内容か。
A 人事院勧告により期末手当を0.05カ月分引き下げたもの。人件費は全体で1,986万円の減
額となっている。

Q 成田高速鉄道アクセス株式会社 利益納付金の詳細はどうなっているのか。
A 印旛日本医大駅から成田市土屋までの10.7kmの整備にあたっては、千葉県及び沿線７市
で国から補助を受けながら補助を行った。利益の２分の１を補助した自治体へ返納する
規定となっており、補助額に応じ、印西市には約2.62％の253万円が返納された。

Q 選挙費の減額はどのような内容か。
A 来年予定される千葉県知事選挙に向けて、投票所の不足備品やコロナ対策の消耗品を増
額したが、市長選挙で1,017万円が不用額となったため減額となっている。

総
務
費

Q 陽性者の数は検査機関がある地域の保健所に報告される。ＰＣＲ検査を委託する検査機
関が県外になった場合、迅速に市の感染者数として公表されないのではないか。

A 指摘のとおりだが、検査によって陽性者に迅速に対応できることになり、事業の⽬的は
達成できる。最終的に統計の処理をして市⺠に報告する。

衛
生
費

Q ひとり親世帯臨時特別給付金の積算根拠を伺う。
A 前回給付された398世帯に12月11日時点で未申請の54世帯を加えて積算している。

民
生
費

Q 教育費寄附金3,700万円はどのようなものか。どのように活用するのか。
A 長らく印西市内の学校で勤務なさった宮下豊様より、学校図書の購入にと、ご寄附いた
だいた。今年度から３年間にわたり各校に配分して図書を購入していく。

教
育
費

当初予算　396億3,000万円

市税の増収　10億9,847万円

基金の取崩しを中止　８億4,016万円 今回の事業費
3億3,785万円

総務費 衛生費 教育費民生費

国県支出金　4,236万円

今議会に提案
された補正予算

補正６号
3億831万円

補正７号
2,954万円

寄附金　3,700万円
諸収入　18万円

歳
入

歳
出

補正予算１号 ２
号

４号

３
号

５号

その他

消防費

予算審査常任委員会
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議
案
と
審
議
結
果
一
覧

新
人
議
員
コ
ー
ナ
ー

令和２年第４回定例会 議案と審議結果一覧

番 号 件　　　　　名

議
決
結
果

柿
原

健
一

梶
原

友
雄

藤
江

研
一

松
本
有
利
子

伊
藤

真
一

稲
葉

健

小
川
　
利
彦

玉
木

実

米
井

重
行

櫻
井

正
夫

浅
沼
美
弥
子

岩
崎

成
子

海
老
原
作
一

中
澤

俊
介

藤
代

武
雄

増
田

葉
子

松
尾

榮
子

軍
司

俊
紀

金
丸

和
史

山
田
喜
代
子

近
藤

瑞
枝

板
橋

睦
《 議　案 》　 （ 市長提出議案 ）
議案第３号 職員の給与に関する条例の一部を改正

する条例の制定 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ―

議案第４号 印西市立学童クラブの設置及び管理に関
する条例の一部を改正する条例の制定 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ―

議案第９号 工事請負契約の締結 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ―

議案第14号 指定管理者の指定 ( 六合・平賀・いには
野・本埜学童クラブ） 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ―

議案第15号 指定管理者の指定（西の原・西の原第２・
原・原第２・原第３学童クラブ） 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ―

※○＝賛成、×＝反対、退＝退席、欠＝欠席、除＝除斥（地方自治法の定めにより本人等が関係する議案の採決に加われません。）
　—＝その他　　※議長（板橋　睦）は採決に加わりません。

令和２年第４回定例会 全会一致（可決）議案一覧
番　　号 件　　　　　名

《 議　案 》　 （ 市長提出議案 ）

議案第１号 印西市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条
例の一部を改正する条例の制定

議案第２号 特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条
例の一部を改正する条例の制定

議案第５号 令和２年度印西市一般会計補正予算（第６号）

議案第６号 令和２年度印西市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）

議案第７号 令和２年度印西市介護保険特別会計補正予算（第３号）

議案第８号 工事請負契約の締結

議案第10号 指定管理者の指定（中央駅北コミュニティセンター）

番　　号 件　　　　　名
《 議　案 》　 （ 市長提出議案 ）
議案第11号 指定管理者の指定（中央駅南コミュニティセンター）

議案第12号 指定管理者の指定（永治コミュニティセンター）

議案第13号 指定管理者の指定（船穂コミュニティセンター）

議案第16号 指定管理者の指定（ふれあいサポートセンターいんざい）

議案第17号 印西市道路線の認定

議案第18号 財産の取得

議案第19号 令和２年度印西市一般会計補正予算（第７号）

　

高
学
年
が
低
学
年
、
中
学

年
に
パ
ソ
コ
ン
を
渡
す
貸
与

セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
お

兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん
が
初
期

ロ
グ
イ
ン
や
操
作
等
の
お
手

伝
い
を
し
ま
し
た
。

　

原
山
小
学
校
で
は
、「
デ

ジ
タ
ル
の
世
界
で
善
き
人
格

を
確
立
す
る
」
こ
と
も
目
的

の
一
つ
と
し
て
い
ま
す
。
Ｇ

Ⅰ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
推

進
の
中
で
、
情
操
教
育
も
ま

た
深
ま
る
こ
と
が
期
待
で
き

ま
す
ね
。

　

校
長
先
生
の

　
　
　
　

印
象
的
な
言
葉

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を教

具
か
ら
文
具
へ
」

表
紙
の
写
真

第４回は、
柿原健一議員です。シリーズ 新人議員のコーナー

　

暦
の
上
で
は
春
で
す
が
、
一

年
で
も
っ
と
も
寒
い
と
き
を
迎

え
て
い
ま
す
。
こ
の
号
を
編
集

し
て
い
る
頃
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
第
３
波
の
ピ

ー
ク
が
見
え
な
い
不
安
な
日
々

が
続
い
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
騒

動
の
始
ま
り
か
ら
す
で
に
丸
一

年
。
毎
日
の
コ
ロ
ナ
報
道
と
現

実
が
だ
ん
だ
ん
離
れ
て
い
く
よ

う
な
感
覚
も
あ
り
ま
す
。

　

編
集
委
員
会
の
任
期
も
あ
と

少
し
で
す
。
置
き
土
産
に
と
、

予
算
委
員
会
の
報
告
ペ
ー
ジ
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
み
ま
し
た
。

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
多
額
な
補
正
予
算
が
組
ま
れ

ま
し
た
。
そ
ん
な
大
き
な
動
き

が
お
読
み
く
だ
さ
る
皆
さ
ん
に

伝
わ
る
と
幸
い
で
す
。（
増
田
）

委
員
長　
　

近
藤　

瑞
枝

副
委
員
長　

海
老
原
作
一

委　

員　
　

梶
原　

友
雄

〃　
　
　

藤
江　

研
一

〃　
　
　

伊
藤　

真
一

　
　
　

〃　
　
　

稲
葉　

 

健

〃　
　
　

増
田　

葉
子

編
集
後
記

　議会にとって予算の議決権と並んで最も重要な事柄として、条例の制定と改廃

の議決権限が挙げられます。

　条例はその地域内のみで適用される地方公共団体が定めるきまりです。

　地方公共団体である市は、市の財産管理・事務の処理・行政の執行するため法

律の許す範囲内で、各自のルールである「市条例」を制定することが出来ます。

(1) 市長が議会に提案し、議会の議決を経たうえで、市長が公布する。

(2) 議会が自ら提案して制定したうえで、市長が公布する。

(3) 市民の直接請求に基づき議会が制定したうえで、市長が公布する。

　国の法律の場合、国民から法律の制定を求めることはできませんが、条例に

限っては、一定の署名を集めて「市（長）に条例の制定・改廃の請求をする」か「議

会に請願する」ことができる点が大きな特徴です。

議員２年生の学習ノートです。

条例がどのように作られるかは、次の 3つがあります。

条例の制定手続きを図にすると次のとおりです。

市 民

市 長 議 会

議員

委員会

議決書の送付

再議

条例案の提出

条
例
の
制
定

・
改
廃
の
請
求

請
願条

例
の
公
布

条
例
案
の
提
出



議会だより 議会だより23 22
令和３年（2021年）2月　No.195 令和３年（2021年）2月　No.195

新
成
人
に
聞
い
て
み
ま
し
た

新
成
人
に
聞
い
て
み
ま
し
た

次世代を担う若人として、重
要な責任を自覚し、誇りを持
って人生を歩んでいかれます
ことを祈念いたします。

板橋　睦 議長

一日も早く皆様の日常がとり
戻せるよう、また、輝かしい
未来をお祈り申し上げます。

金丸　和史 議員

一日一日の生活を大切に、自
分の気持ちに正直に、自分を
信じて頑張りましょう。

増田　葉子 議員

今日から名実ともに大人の仲
間入りです。今後のご活躍を
期待しています。

海老原　作一 議員

社会人として認めてもらえる
大きな節目の御祝事です。多
くの幸ある様にと願っており
ます。

櫻井　正夫 議員

今日まで育てていただいた
方々に感謝をし、今度は感謝
をされる様な立派な大人にな
ってください。

小川　利彦 議員

これからの人生がさらに素晴
らしいものとなります様にお
祈り申し上げます。

松本　有利子 議員

荒波対策の秘訣は興味を持て
る事、好きな事を見い出し身
に付け追及することです。

柿原　健一 議員

君たちが印西の希望
君たちが日本の未来
善き人生を歩まれんことを！

近藤　瑞枝 副議長

ご家族等に感謝をし、健康第
一にお過しください。夢、希
望が叶えられ、幸多きことを
祈ります。

軍司　俊紀 議員

皆さんを取りまく状況は、
数々の課題がありますが、自
分を誇れる人生をと願ってい
ます。

藤代　武雄 議員

自分の夢に向かって進んでく
ださい。応援しています。
皆様の人生が幸せであります
ように…。

岩崎　成子 議員

「子ども」からの卒業をお祝
い申し上げます。正直で素直
な心を持つ素敵な大人になっ
てください。

米井　重行 議員

保護者の方に感謝の気持ちを
忘れることなく、大きく飛躍
される事をお祈りいたします。

稲葉　健 議員

焦らず、自分らしく進んでく
ださい。ご健康とご多幸を
祈っております。

藤江　研一 議員

同じスタートラインに立った
皆さん、歩みは人それぞれ。
自分らしく輝いてください。

山田　喜代子 議員

今日の自分は明日の自分の素。
一日一日を大切に、素晴らし
い自分を築いていってくださ
い。

松尾　榮子 議員

前途洋々たる未来に向かって、
大きく羽ばたいてください。
ご活躍を期待しています。

中澤　俊介 議員

ピンチはチャンス！
忍耐と希望を持ち生き抜いて
いこうではありませんか。

浅沼　美弥子 議員

経験した事がない社会ですが、
将来も繁栄が持続できるか否
かは皆さんにかかっています。

玉木　実 議員

これからの人生、幸せに満ち
た日々でありますよう、心か
らお祈りいたします。

伊藤　真一 議員

皆様のなお一層のやさしさと、
助け合いが必要な社会です。
頑張ってください。

梶原　友雄 議員

　令和３年１月１０日（日）に予定されていた印
西市成人式典ですが、新型コロナウイルス感
染症の感染が拡大していることから、皆様の
健康と安全を第一に考え残念ながら中止とな
りました。成人式典実行委員の中から代表２
人の新成人に「印西市の魅力について」、「今、
印西市に必要なこと」、「私が市長になってや
りたいこと」というテーマで、率直な意見や
提案を聞いてみました。

　のどかな田園風景や白鳥が毎年
冬に来ることは魅力的な部分では
ありますが、十分に活かしきれて
いないので、観光資源をよりア
ピールすることが必要だと思いま
す。

観光資源の活用を
　幼い頃自然に触れた経験が今の
自分の心の豊かさに繋がっている
と実感しています。これからも自
然豊かでかつ、暮らしやすい印西
市であってほしいです。

自然がこころの豊かさに

小
おがわ

川　拓
たくま

真 さん 坂
さかまき

巻　葵
あおい

 さん

印西市議会を代表して

議長が「お祝いメッセージ」を

動画配信しました。

（令和３年１月３１日まで）

令和３年令和３年

印西市の魅力は？
今、印西市に 必要なことは？

私が市長になったら！

新成人に新成人に聞い聞い てみましたてみました

議員から議員から
新成人へ新成人へ
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市
民
の
声

『
発
展
の
先
に
』

　
原
山
中
学
校

２
年　
小こ

ば
や
し林　

和わ
か華

　
『
住
み
や
す
い
街
』
と
し
て

印
西
市
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
約
八
年
前
の

こ
と
で
す
。
メ
デ
ィ
ア
で
の
紹

介
の
影
響
も
あ
り
、
２
０
１
８

年
に
は
人
口
が
十
万
人
を
超
え

ま
し
た
。
商
業
施
設
な
ど
も
増

え
、
人
の
行
き
来
が
多
く
な
っ

た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
進
化
を
続
け
る
自
分
の
故

郷
に
誇
り
を
持
っ
た
の
と
同
時

に
、
便
利
さ
と
自
然
の
調
和
の

と
れ
た
街
で
は
な
く
な
っ
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不

安
を
抱
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
。
地
域
の
発
展
は
と
て
も
喜

ば
し
い
こ
と
で
す
。
し
か
し
、

便
利
さ
を
求
め
す
ぎ
た
先
に
何

が
残
る
の
か
を
考
え
る
べ
き
だ

と
私
は
思
い
ま
す
。
自
宅
近
く

に
あ
る
美
し
い
桜
並
木
を
、
友

人
と
遊
ぶ
公
園
の
豊
か
な
緑
を

失
っ
て
は
い
け
な
い
と
強
く
思

う
の
で
す
。

　

印
西
市
民
と
し
て
守
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
は
印
西
市

に
広
が
る
自
然
で
あ
り
、
こ
れ

ま
で
に
形
作
ら
れ
て
き
た
歴
史

で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
歴
史
を
紡

い
で
く
だ
さ
っ
た
方
々
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。
そ
し
て
、
故
郷

の
未
来
を
担
う
私
た
ち
若
者
が

後
世
に
自
信
を
持
っ
て
残
せ
る

よ
う
な
活
気
あ
ふ
れ
る
街
に
す

る
た
め
に
、
周
り
の
人
と
手
を

取
り
合
い
、
助
け
合
う
こ
と
が

大
切
で
す
。印
西
市
の
魅
力
は
、

便
利
さ
と
自
然
の
調
和
の
と
れ

た
所
だ
と
胸
を
張
っ
て
言
い
続

け
る
た
め
に
努
力
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
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　第１回定例会は、２
月17日（水）から３月19
日（金）までの会期予定
です。
　新型コロナウイルス
感染拡大の状況などに
より、予定が変更とな
る場合があります。
　また、新型コロナウ
イルス感染拡大防止の
ため、議会の傍聴につ
いてはできる限りお控
えいただくようお願い
します。
　なお、インターネッ
トによる本会議のライ
ブ中継及び委員会の録
画中継を配信しており
ますので、ご利用くだ
さい。
　詳細については、議
会事務局までお問い合
わせください。

日 月 火 水 木 金 土
2/7 2/8 2/9 2/10

議会運営
委員会

2/11

建国
記念日

2/12 2/13

2/14 2/15 2/16 2/17

本会議
（議案上程）

2/18

本会議
（会派代表質問）

2/19

本会議
（個人質問）

2/20

2/21 2/22 2/23

天皇
誕生日

2/24

本会議
（個人質問）

2/25 2/26

予算審査
常任委員会

2/27

2/28 3/1

予算審査
常任委員会

3/2

予算審査
常任委員会

3/3

予算審査
常任委員会

3/4

予算審査
常任委員会

3/5

予算審査
常任委員会

3/6

3/7 3/8

総務企画
常任委員会

3/9

文教福祉
常任委員会

3/10

建設経済
常任委員会

3/11 3/12

本会議
（議案の採決）

3/13

3/14 3/15 3/16 3/17 3/18
議会運営
委員会

正副委員長会議

3/19

本会議
（議案の採決）

3/20

春分の日

第１回定例会　会期予定及び日程

【印西市議会事務局】
☎ 0476（33）4614


